
 
ー予防接種での化血研の問題ー 

　　 
　昨年から化血研の製造したワクチンの出荷
自粛や化血研という会社の業務停止処置等で、
母子手帳を見て、内の子どもの接種したワク
チン化血研だけど大丈夫？という質問を時々
いただきます。これは、血液製剤での書類作
成等に誤まりや嘘の報告があったためです。
ワクチンに関しては、国の厳しい審査を通っ
たものです。また、その後の調査でも問題は
見つかっていないためワクチンに関しては出
荷自粛の制限は解かれています。 
　ただ、化血研という会社は現在も業務停止
中で、この先どうなるかがよく分かりません。
今後の安定なワクチンの供給に疑問が残るた
め、他社のワクチンに変更しています。途中
でワクチンの会社を変更しても免疫のつき方
にも問題はないと証明されています。 
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あっという間に1年が・・・	

	


　いつの間にか、もう年度末になってしまいました。	

毎年ながら思う、子どもたちの成長の早さ！	

卒園、入園、入学ですね。本当に大きくなったな
あってクリニックに来てくれる子どもを見ても思いま
す。あんな小さかった赤ちゃんが・・・ってほほえま
しく思い、とっても暖かい気持ちになります。	


それと同時にこのまますくすく大きくなりますよう
にって。今一度行動範囲や生活環境が変わる4月
を是非、事故予防を考える月として、不慮の事故
予防を家族で考えてみてください。今のままの笑
顔が続きますように。	


	

昨年からいろいろな人とのつながりの中で小児医療を考
えてきました。4月からはさらなる“つながり”を始める予定
です。大きなチャレンジをしてみようっと思っております。	

楽しみにしていて下さいね！！	


	
  
うれしいメッセージ�子どもの健康	
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“つながる　ひろがる　子どもの救急”の“WA” 
　 　昨年の11月から今年の1月にかけて矢作東小学校を皮切りに、藤川小学校、城北中学
校、緑丘小学校で、保健の授業の“つなげよう命のバトン”や保健体育の“応急手当”等の
一コマをいただいて、命の大切さを生徒のみなさんと一緒に語らいながら心肺蘇生と
AEDの使い方を体験する授業を小児救急看護認定看護師の野村さんと私で行ってきまし
た。普段は、医療者に1日かけてBLS(初期救命処置)を教えているため、小学5年生や6
年生に短い時間でどれくらいできるだろうと心肺イヤ心配していましたが、終わって 
みると、あっという間に心臓マッサージと 
AEDの使い方を習得してしまい、小学生や 
中学生の吸収の速さに、医療者を教えてる 
よりどんなに素直で純粋に吸収できるかを 
目の当たりにし、私達の方が楽しい時間を 
過ごせました。 
　きっとこの子ども達は、今日からでも、 
迷うことなく命を救う輪をかけてくれる 
だろうと感じました。 
　野村さんが授業を行った矢作東小学校に 
は、岡崎ホームニュースとミクスが取材に 
来てくれました。そのときの記事です。 
　 




